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古
代
か
ら
の
多
く
の
遺
跡
と
豊
か
な
自
然
が
織
り
な

す
明
日
香
の
景
観
は
、「
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
」
と

い
わ
れ
る
。
奈
良
へ
は
中
学
の
修
学
旅
行
以
来
、
た
び

た
び
訪
れ
て
い
る
が
、
自
分
の
専
門
分
野
と
の
関
係
で

注
目
し
始
め
た
の
は
、
大
学
院
生
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
町
並
み
や
歴
史
的
景
観
の
保
存
の
原
点
で
あ
る
古

都
保
存
法
の
制
定
（
昭
和
四
十
一
年
）
は
、
わ
た
し
の

心
を
大
き
く
打
つ
も
の
が
あ
っ
た
。

　
今
回
、
明
日
香
村
を
訪
ね
て
み
る
と
、
遺
跡
の
整
備

が
格
段
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
眼
を
見
張
っ
た
。
こ
こ

か
し
こ
に
遺
跡
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
戦
後
の
昭
和
二
十
九
年
、
明
日
香
村
で
は
戦
争
で
中

止
さ
れ
て
い
た
石
舞
台
古
墳
の
整
備
が
再
開
さ
れ
た
が
、

遺
跡
の
本
格
的
な
整
備
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
古
都
保

存
法
の
制
定
以
後
で
あ
る
。
昭
和
四
十
一
年
に
は
、
国

営
飛
鳥
歴
史
公
園
の
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
同
四
十
七

年
に
は
、「
飛
鳥
ブ
ー
ム
」「
考
古
学
ブ
ー
ム
」
に
火
を

つ
け
た
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
が
発
見
さ
れ
、
ま
た
寺
院

遺
跡
整
備
の
模
範
と
な
る
川
原
寺
の
環
境
整
備
が
文
化

庁
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
整
備
は
、
基
壇
の
復

元
、
礎
石
の
露
出
展
示
、
伽
藍
配
置
の
復
元
な
ど
を
お

こ
な
い
、
発
掘
の
成
果
を
目
に
見
え
る
形
で
展
示
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
寺
院
の
実
際
の
大
き
さ
や
形
態
こ
そ

わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
展
示
物
を
見
る
こ
と
で
、

寺
院
の
規
模
や
配
置
関
係
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
、

遺
跡
を
見
る
あ
ら
た
な
視
点
を
提
示
し
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
か
ら
は
明
日
香
村
が
主
体
に
な
っ
て

遺
跡
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
遺
跡
の
発
掘
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、
大
き
な
成
果
も
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
八
年
に
は
、
キ
ト
ラ
古
墳
の
石
室
内
の
彩
色

壁
画
に
玄
武
が
発
見
さ
れ
、
世
間
や
学
会
の
関
心
を
集

め
た
。
平
成
十
三
年
に
は
亀
形
石
造
物
が
発
見
さ
れ
て
、

マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
こ
こ
で
の
遺
跡
整

備
は
、
発
見
時
の
も
の
を
保
存
処
理
し
て
実
物
を
見
学

で
き
る
よ
う
に
し
た
「
遺
跡
の
創
造
的
活
用
」
と
し
て

注
目
さ
れ
た
。

　
取
材
中
に
集
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
資
料
に
目
を
通

し
て
い
て
気
が
つ
い
た
の
は
、
藤
原
京
の
規
模
は
わ
た

し
ど
も
が
大
学
で
学
ん
だ
も
の
よ
り
広
が
っ
て
い
た
こ

と
だ
。
か
つ
て
藤
原
京
の
範
囲
は
、
東
西
の
境
が
中
ツ

道
と
下
ツ
道
、
南
北
が
阿
部
山
田
道
と
横
大
路
で
区
切

ら
れ
た
範
囲
で
、
畝う

ね

傍び

山や
ま

・
耳み

み

成な
し

山や
ま

・
天

あ
め
の

香か

久ぐ

山や
ま

の
大

和
三
山
で
ほ
ぼ
囲
ま
れ
る
範
囲
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
近
年
の
調
査
で
、
そ
れ
ま
で
の
藤
原
京
の
外

側
か
ら
道
路
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
平
成
九
年
に
は
藤
原

京
は
一
辺
五
・
三
㌔
㍍
四
方
で
、
条
坊
道
路
は
両
側
に

側
溝
を
も
ち
、
道
路
幅
員
は
一
六
、九
、七
㍍
の
三
段
階

に
分
け
ら
れ
、
寺
院
・
官
衙
・
宅
地
が
配
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
面
積
的
に
は
従
来
の
三
倍
も
あ
り
、
の
ち
の

平
城
京
や
平
安
京
よ
り
も
広
く
、
最
大
の
古
代
都
市
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
試
算
で
は
、
藤
原
京
の
面
積

を
一
と
す
る
と
、
平
城
京
〇
・
八
、
平
安
京
〇
・
九
に
な

る
）。
し
か
も
藤
原
宮
は
、
藤
原
京
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位

置
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
藤
原
宮
に
相
当
す
る
平

城
京
や
平
安
京
の
大
内
裏
は
、
北
側
に
位
置
し
て
い
る
。

　
藤
原
京
時
代
に
は
、
法
で
国
を
治
め
る
律
令
国
家
と

し
て
の
歩
み
が
始
ま
り
、
現
代
に
通
じ
る
政
治
基
盤
が

築
か
れ
、「
和
同
開
珎
」
が
鋳
造
さ
れ
た
。「
日
本
」
と

い
う
国
号
を
は
じ
め
て
使
用
し
た
の
も
、
藤
原
京
を
発

し
た
遣
唐
使
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
最
大
の
古
代
都
市
も
、
な
い
し
は
そ
れ
故
に

と
い
う
べ
き
か
、
わ
ず
か
一
七
年
で
平
城
京
に
遷
都
さ

れ
、
役
目
を
終
え
た
。
何
故
に
か
？

　『
古
代
人
と
巨
大
建
造
物
の
謎
』（
河
出
書
房
新
社
）

川原寺跡と弘
ぐ

福
ふく

寺
じ

川原寺は、飛鳥四大寺のひとつであったが、度重なる火災に遭って歴史の舞台から姿を消し
た。弘福寺は、川原寺の中金堂跡付近に建ち、礎石は、南大門・中門・廻廊などの旧位置がわ
かるように整備されている。

遺
跡
の
創
造
的
活
用
と
最
大
の
古
代
都
市

飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産
群
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石
舞
台
古
墳
の
内
部

わ
が
国
最
大
の
方
墳
と
し
て
知
ら
れ
、
墳
丘
の
盛
土
が
な
く
な
っ
て
両
袖
式
の
横

穴
式
石
室
が
露
呈
し
た
も
の
。
本
居
宣
長
の
『
菅
笠
日
記
』（
一
七
七
二
）
に
も
、

す
で
に
石
室
の
天
井
石
が
露
出
し
て
い
た
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
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を
書
か
れ
た
武
光
誠
氏
は
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に

推
理
す
る
。「
南
が
高
く
北
が
低
い
藤
原
京
の
地
形
が

嫌
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
町
に
住
む

人
び
と
が
内
裏
（
天
皇
の
住
居
）
の
あ
る
都
の
北
端
を

見
下
ろ
す
形
は
望
ま
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
」。
わ
た
し

も
こ
の
説
に
賛
成
す
る
が
、
嫌
わ
れ
た
理
由
は
ち
が
う
。

都
市
の
日
当
り
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
北
斜
面
よ
り
南

斜
面
の
方
が
居
住
性
は
よ
い
。
ま
た
住
民
が
斜
面
の
上

に
住
み
、
内
裏
が
斜
面
の
下
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
は
、

雑
排
水
が
藤
原
宮
域
に
溜
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
実

際
、
藤
原
京
で
は
上
水
の
確
保
や
し
尿
処
理
、
ご
み
処

理
な
ど
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
疫
病
が
は
や
り
、
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
た
。

　
橿
原
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
衛
生
的
な
問
題
と

地
理
的
な
問
題
を
あ
げ
て
い
る
が
、
両
者
の
関
係
ま
で

は
ふ
れ
て
い
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
さ
ら
に
、
最

新
の
中
国
都
城
の
情
報
と
藤
原
京
の
実
態
が
あ
ま
り
に

も
か
け
離
れ
て
い
た
現
実
な
ど
を
あ
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
絡
み
合
っ
た
結
果
、
遷
都
に
至
っ
た
と
推
量
し

て
い
る
。

　
近
年
ま
で
、
平
城
京
が
最
初
の
中
国
風
の
整
っ
た
都

城
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
今
や
中
国
の
都
を
モ
デ
ル
に

し
た
日
本
最
初
の
都
市
は
藤
原
京
で
あ
る
と
い
う
の
が
、

歴
史
学
の
常
識
に
な
っ
て
い
る
。
一
月
号
の
鎌
倉
の
小

論
に
も
書
い
た
こ
と
と
同
様
な
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
い

え
る
。
近
年
の
考
古
学
と
歴
史
学
の
進
歩
は
、
古
代
都

市
の
実
相
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
る
、
と
。

　
暫
定
遺
産
一
覧
表
で
飛
鳥
・
藤
原
の
資
産
群
は
、
次

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
古
代
国
家

の
形
成
過
程
を
明
瞭
に
示
し
、
中
国
大
陸
お
よ
び
朝
鮮

半
島
と
の
緊
密
な
交
流
の
所
産
で
あ
る
一
群
の
考
古
学

的
遺
跡
と
歴
史
的
風
土
か
ら
成
り
、
両
者
が
織
り
な
す

文
化
的
景
観
と
し
て
も
極
め
て
優
秀
で
あ
る
。

高松塚古墳
周知のように、壁画の保存問題は、
文化財保存の理念と技術、情報公開
や管理体制など、さまざまな課題を
浮き彫りにした。しかし今、多くの
課題や反省を踏まえて、あらたな文
化財保存の理念構築がなされている。

小判形（左）・亀形（右）石造物と敷石遺構
左側の樋は、写真では見えないが、傍にある湧水施
設からの導水路で、小判形・亀形石造物とともに、
導水施設になっている。遺構全体は、閉鎖的な空間
構成になっているので、祭祀の場と考えられている。

甘樫丘からの大和三山の眺め
写真中景は、左から畝傍山・耳成山・天香久山の大
和三山。藤原京は、長らくの間、ほぼこれら三山の
中におさまると考えられていたが、考古学と歴史学
の成果は、三山を超えて広がっていたことを明らか
にした。壮大な都市計画がなされていたのである。

・『
飛
鳥
の
考
古
学
図
録
④ 

飛
鳥
の
宮
殿
』

　
㈶
明
日
香
村
観
光
開
発
公
社
、
平
成
十
七
年

・『
飛
鳥
の
考
古
学
図
録
⑨ 

整
備
さ
れ
た
飛
鳥
の
遺
跡
』

　
㈶
明
日
香
村
観
光
開
発
公
社
、
平
成
二
十
三
年

・『
国
宝
高
松
塚
古
墳
壁
画
』

　
㈶
飛
鳥
保
存
財
団
高
松
塚
壁
画
館
、
平
成
二
十
一
年
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飛
鳥
京
苑
池
の
発
掘
風
景

こ
の
遺
構
は
、
日
本
最
古
の
本
格
的
な
庭
園
跡
で
、
日
本
庭
園
の
原
形
と
も

い
わ
れ
、
都
城
史
や
庭
園
史
上
、
一
級
の
発
見
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
半
島
の
古

代
国
家
・
新
羅
（
し
ら
ぎ
）
の
庭
園
に
も
似
て
お
り
、
当
時
の
国
際
情
勢
や

飛
鳥
の
都
市
計
画
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て
い
る
。


